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１. 支障除去対策の検討の流れ 
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１． RD最終処分場問題対策委員会における対応策の検討のながれ(案) 

 

 

  第１回及び第２回対策委員会：既存調査結果と検討結果の整理 
廃棄物 ・処分場内の廃棄物には許可品目外の木くず、金属くず等が確認された。 

 ・西市道側平坦部ではドラム缶等の違法廃棄物が確認された。 

 ・フッ素、ホウ素の溶出量は土壌の環境基準を超過、廃棄物と土砂の混合物では鉛が土壌汚染対法の含

有量基準を超過し、ダイオキシン類は土壌の環境基準を超過している。 

浸透水 ・ヒ素、鉛、ホウ素、フッ素、総水銀、ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類が検出され、ヒ素、鉛、

総水銀、ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類、CODは安定型処分場の浸透水の基準を超過している。 

 ・ホウ素、フッ素は地下水の環境基準を超過している。 

地下水 ・Ks2層の地下水はｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ホウ素等が地下水の環境基準を超過している。 

 ・市№3と市№7は総水銀が検出されている。 

ガ ス ・処分場内の地中温度は平均気温の２～３倍を示し、廃棄物の分解、ガスの発生は継続していると判断

される。 

焼却灰 ・処分場内の２基の焼却炉の内壁には、ばいじんが付着している可能性がある。 

 ・焼却炉は震災等による損壊が懸念される。 

 

 

 

既存調査データ 

 滋賀県・栗東市の調査 

  

  

       

第４回対策委員会：既存調査・検討結果を踏まえた現状確認 
廃棄物 ・処分場西側の法面は急勾配である。 

 ・上部平坦部と西市道側平坦部は覆土されていない。 

 ・木くず、金属くずなど違法埋立て廃棄物が確認されている。 

浸透水 ・浸透水と周辺住民等との直接の接触はない。 

地下水 ・処分場からみて地下水流向下流側の1km圏内には、利水はないが浅井戸が２本ある。 

 ・2km 圏内には 38 本の井戸があり、現在は全て飲用されていないと考えられるが、過去に 19％の井戸が

飲用に用いられていた。 

 ・家事用（生活用水）の井戸としては50％が利用され、これらは飲用されてはいない。 

ガ ス ・県と市が実施している処分場敷地境界での継続監視測定では、硫化水素等は検出されていない。 

焼却灰 ・過去に焼却炉の運転時には、ばいじん等が飛散し苦情報告があった。 

  

 

 

 

 
 
第３回対策委員会 

 ：追加調査内容の検討 

○処分場の現況測量 

○地下水調査 

 （地下水質、地下水流向）

○地質構造調査 

○廃棄物状況調査 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

現時点での 

  生活環境保全上の支障の整理 

 

廃棄物 ： ①処分場西市道側法面の

崩壊による支障のおそれ

 ： ②廃棄物の飛散・流出に

よる支障のおそれ 

地下水 ： ③地下水汚染の拡散によ

る支障のおそれ 

ガ ス ： ④硫化水素等ガスの発生

による支障のおそれ 

焼却灰 ： ⑤炉内の焼却灰等の飛散

による支障のおそれ 

  

       

     
 
生活環境保全上達成すべき目標設定について 

 
具体的な工法一覧 

  

    

（追加調査の実施） 

   

第５回対策委員会： 一般的な支障除去対策工法 
 

第５回対策委員会： 他府県事例の概要 

 ○生活環境保全上の支障  ○対応方針 ○対応策 
 

第５回対策委員会： ＲＤ処分場の対応策検討のための考え方について 
  

  

        
 

支障除去対策各論比較検討 
  

  
第６回対策委員会： 支障除去対策の効果および経費試算等 

  
  

        
 

追加調査結果の評価 
  

  
第７回および第８回対策委員会： 追加調査の結果と評価について 

  
 

       
 

生活環境保全上の支障の整理 
  

対策の基本方針 
 

支障除去の目標設定 
 
支障除去対策各論比較検討（最終）

  

 

 

 
 

 

      第８回対策委員会（次の①～④）および第９回対策委員会（次の④～⑤） 

① 生活環境保全上の支障の整理 

② 生活環境保全上達成すべき目標（素案） 

③ 総水銀の汚染について 

④ 具体的工法一覧（案） 

⑤ 支障障除去対策各論比較検討（効果的で合理的な対応策；効果・モニタリング方法・経費試算） 

 

第７回対策委員会 

 ：掘削調査内容の検討 

○焼却灰の有無および 

 分布範囲 

○ドラム缶埋立ての状況 

○汚泥埋立ての状況 

○医療廃棄物の確認  

        
 

効果的で合理的な対応策 
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     図 1.1  RD最終処分場問題対策委員会における対応策の検討について ─ 対応策検討フロー ─ 



 

- 2 - 

 

２． 今後のスケジュール（案) 
 
 

（１） 追加調査結果の評価について 

 対策委員会では、第６回（平成19年８月21日開催）までに、RD最終処分場を原因として想定される

生活環境保全上の支障を、廃棄物等の５つの対象に区分して整理してきた。 

 第７回目では、追加調査結果の評価を行い、それを踏まえて、これまで整理してきた生活環境保全

上の支障をみなおす。 

 

（２） 生活環境保全上の支障の整理 

 RD最終処分場内は11月初旬より掘削調査を実施し、ドラム缶等の埋立ての有無と状況を確認する予

定である。この調査結果と先の追加調査の結果とを総合的に評価し、RD最終処分場を原因として想定

される生活環境保全上の支障を整理する。 

 

 

 

（３） 生活環境保全上達成すべき目標の設定 

 整理した「生活環境保全上の支障」の除去に係る、除去目標または浄化目標を設定する。 

 

（４） 総水銀の汚染について 

 経堂池下流の総水銀による地下水汚染について、RD最終処分場を原因とするものかどうか評価を行

い、支障除去の対象物質を決定する。 

 

（５） 支障除去対策各論比較検討（最終） 

 対策委員会では、第６回で支障除去対策工法の比較検討を行った。 

 第８・第９回目では、整理した「生活環境保全上の支障」の除去にあって、RD 最終処分場におい

て適用可能な支障除去の方法選定、および施工可能な具体な工法について再度見直しを行う。 

 

（６） 効果的で合理的な対応策（モニタリング計画含む）の決定 

 第９回目では、（４）項で抽出した工法について、①安全性、②周辺環境への影響、③実施期間、

④経済性等を考慮し、最も合理的に支障の除去が実施できる方法を決定する。 

10月 11月 12月  

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬    

 

追加

調査 

追加調査結果 

の評価 

         

西市道側法面・ 

処分場内掘削調査

         
の 

実 

施

掘
削
調
査

化学試験 

 

         

 ▼    ▼  ▼ ▼   

 第７回  第８回  第９回 第10回   

対策委員会 

 ○追加調査結果の評価 

○掘削調査について 

○追加調査結果の評価 

 （掘削調査含む） 

○生活環境保全上の支障の整理 

○達成すべき目標の設定 

○総水銀の汚染について 

○具体的工法一覧（案） 

○総水銀の汚染について 

○支障除去対策各論比較検討 

○支障除去対策実施に伴うモニ

タリング計画 

○対策委員会のまとめ   

▼ ▼   ▼ ▼     

第５回 第６回  第７回 第８回     

委
員
会
等
審
議
・
検
討 

専門部会 

○追加調査結果の評

価 

○生活環境保全上の

支障の整理 

○達成すべき目標の設定 

○総水銀の汚染について 

○具体的工法一覧（案） 

○総水銀の汚染につ

いて 

○支障除去対策各論

比較検討 

○支障除去対策実施

に伴うモニタリン

グ計画 

○支障除去対策各論

比較検討 

○支障除去対策実施

に伴うモニタリン

グ計画 

    

 


